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１ 本研究の目的

本研究の目的は、特別活動における学級活動の授業分析を通して、これから

の学校教育に求められるアクティブ・ラーニングの方法について検討すること

である。アクティブ・ラーニングは「課題の発見と解決に向けて主体的・協働

的に学ぶ学習」１）と言われているが、現在、学校教育において、どのように実施

するかが喫緊の課題になっている。

それでは、我々はどこにアクティブ・ラーニングの示唆を求めればよいので

あろうか。２００８年の学習指導要領改訂は学力重視の方向に日本の教育の舵を

本稿では、特別活動における学級活動の授業分析を通して、これからの学校

教育に求められるアクティブ・ラーニングの方法について検討した。A小学校

での６年生の学級活動の事例を分析した結果、子どもたちが主体的に課題をと

らえ、協働的にその解決を進め、さらに新しい提案を出して決定し、課題解決

の見通しを持つに至っていることがわかった。このような実践の意義を考える

ことで、学級活動だけでなく教科の授業においても、子どもの司会や議論を取

り入れた「会議」方式がアクティブ・ラーニングの一つの方法として可能性が

あることが示された。
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切り、その結果として、学校現場では国語や算数などの基礎・基本の育成が重

視され、学力形成を目指した教育実践・研究が盛んにおこなわれるようになっ

た。その一方で、総合的な学習や特別活動の研究発表は非常に少なくなった。

現在、総合的な学習や特別活動等の「生きる力」の育成に関する教育実践や研

究成果についてはほとんど顧みられない状況である。しかし筆者は、２００８年

以前の、「生きる力」の育成に真剣に努めていた時期の教育実践を再検討する

ことが、これからのアクティブ・ラーニングを考える上でまず重要だと考える。

特に、特別活動は、学習指導要領にも「望ましい集団活動を通して…自主的・

実践的な態度を育てるとともに、…自己を生かす能力を養う」２）と記されている

ように、そもそもアクティブ・ラーニング的な活動である。そこで、過去のす

ぐれた特別活動、中でも教科の授業と同じ単位時間で行われている「学級活動」

について検討することが重要であると考えた。ただ、アクティブ・ラーニング

といっても子どもたちの活発な「活動」が表面的にただ多く行われればよいと

いうものではない。松下は、ディープ・アクティブラーニングという概念を提

唱し、学習の深さに目を向けることが必要であるとして、「深い学習」「深い理

解」「深い関与」といった観点をあげている。３）本論においてもこれらの観点を

意識して研究を進めていきたい。

また、今回、学級活動を分析する手立てとして、「発言表」４）による様相―解

釈的な方法を用いる。授業実践の様相―解釈的研究とは、授業の構造的全体像

を作成して、その全体像を分析検討の際、共通の判断基盤にして、授業の特徴・

問題性を解釈し指摘するという、授業研究の方法である。筆者はこれまで、「発

言表」を社会科、生活科の授業分析に多く用いてきたが５）、元々、議論（活発

なコミュニケーション）を中心とした授業を対象とする方法であるので、学級

活動における話し合いの分析にも効果的であると考えた。６）

ここで発言表の作成の手順について簡単に述べておく。発言表は基本的に、

発言者名欄及び、発言状況欄からなる。発言状況欄には、授業記録上の全発言

の長さを、縦の実線として記入する。本研究では授業記録での一行…２４字程

度を罫線の実線の一単位分にしている。さらに、授業において用いられた主要

な言葉（テーマに関わる概念やイメージをよく示している言葉）を選び、記号
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化して載せている。表中の発言で重要なものや、注目すべきものは点線で囲み、

また、発言と発言の関係は線や矢印（ は言及的な発言、 は反論、 は質

問―応答や、議論といった双方向的なやり取り、など）で表した。右の発言内

容の欄には、その授業での内容展開や言語的応答関係を示す上で、重要と思わ

れる言葉をそのまま抽出して記載している（１４文字分）。発言表の原版は B４

判サイズだが、紙面の都合上、縮小（縦・横ともに５３％）している。

２ 今回、取り上げる事例

今回、取り上げる事例は、福岡県 A学校６年生 D先生指導の学級活動の実

践（「５年生に手わたそう」２００５年２月４日実施）である。この学級活動は F

市の特別活動研究会において提案されたものである。この実践を取り上げた理

由は、子どもの発言が多く、子どもの相互作用が活発であり、発言表による分

析対象として適切だと考えたことによる。また、子どもたちの司会で進行して

おり、主体性、協働性が発揮される活動が行なわれていて、今後のアクティブ・

ラーニングを取り入れた授業に対して示唆を与え得ると考えたことによる。

３ 授業分析

今回の授業記録は、筆者が録画して、ゼミの学生に第一次的な文章記録を作

成してもらい、筆者が最終的にまとめたものである。研究への活用については

担当教諭に授業当日、了解を頂いている。事例の分析に際しては、文末の「発

言表」を参照されたい。Tは教師の略号。Cは不特定多数の子ども、もしくは

発言者不明の子どもの略号である。

○「５年生へ手わたそう」２００５年２月４日（金）６時限目 以下の分節分け、

および分析は筆者による。

・第１分節（司会 A１～記録係１５）

全員で学級目標を唱和し、司会が「初めの言葉（今回の学級会への意気込

み）」を述べている。また、学級会の進行を担当する委員（司会 A・B、黒

板書記）の紹介がある。
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・第２分節（司会 A１６～T２２）

司会 Aが本時の課題を示した後、TEが提案理由（これまで続けてきたあ

いさつ運動を５年生に引き継いでもらい、あいさつの輪が校区から S区に

広がってほしい）を述べ、司会 Bが話し合いのめあて（観点を意識しなが

ら、皆で充分に話し合って、５年生が気持ちよく引き継いでくれるような意

見を出し合おう）と観点（最上級生としての活動になっているか、５年生が

やる気になるような内容になっているか）を確認し、教師が本日の話し合い

の趣旨や自分の思いを述べている。

・第３分節（司会 A２３～FK５３）

あいさつ運動を５年生に引き継いでもらう方法について、５つのグループ

から以下のような提案がなされている。「５年生と一緒にあいさつ運動をす

る」「ポスターを作って目立つところに貼る」「あいさつ運動をビデオに映し

て伝える」「写真・アンケート・絵を用いて、あいさつ運動の良さや自分た

ちの強い気持ちを伝える」「代表を決めて直接言いにいく」

・第４分節（司会 A５４～T５９）

どの提案に賛成か反対か、自分の意見をまとめるように司会 Aが指示し、

子どもたちは黒板の各グループの欄に自分のネームプレートを貼っている。

・第５分節（司会 B６０～C９３）

「（５年生と）一緒に活動する」と「直接伝える」を合体したらどうかとい

う意見が出ている。次に、「直接伝える」にビデオで伝えるも含めたらどう

かという意見もが出て、それに対する質問が出ている。さらに、「一緒に活

動する」「直接伝える」「あいさつの良さとみんなの強い気持ちを伝える」を

一緒にするという意見が出ている。

・第６分節（司会 A９４～C１４０）

「ポスターで伝える」への反対意見が出て、ポスターグループと他の子ど

もたちとの間で質問―応答がなされている。さらにポスターを見合わせるか

どうかが検討され、「皆の強い気持ちを伝える」とポスターを合わせたらい

いという意見が出て、承認されている。
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・第７分節（司会 B１４１～C１６６）

話題は再び、提案をどう組み合わせるかという話になり、全部組み合わせ

るという意見が出ている。それに対して、HKは「直接伝える」の中に「ポ

スター」「皆の強い気持ち」「ビデオ」は入るが、「一緒に活動する」はその

後の話だから、一つにするけど、その中の二項目にする、といった意見を出

し、皆に承認されている。

・第８分節（司会 A１６７～C２００）

司会が期間中にどのような活動をするのか１分間、考えるように指示する。

UDは「直接伝える」にビデオで伝えるというのと写真で伝えるというのが

あるが、説明の時間の関係からどちらか一つにしたがいいのではという意見

を出している。子どもたちからビデオでいいという発言が多く出ていたが、

その後、教室に写真を貼っておけばいいという意見が出て、組み合わせると

いった結論になっている。

・第９分節（司会 B２０１～司会 B２１４）

UTから、期間中だけでは一緒にあいさつ運動を行うのに時間が足らない

ので、期間が終わってからもやったがいいという提案が出て、皆の支持を得

ている。

・第１０分節（司会 A２１５～T２３２）

司会が今回の学級会で決定した内容を確認している。さらに一番発表した

人が確認され、HKさんとの意見が出て承認されている。その後、教師の講

評や記録係による終わりの言葉が出ている。

○授業の発言状況

子どもたちが司会をしていることもあり、教師の子どもたちへの直接的な発

言は７回だけである。しかし、教師は司会の子どもに紙上で指示したり、助言

をしたりして、会の進行の補助をしている。一方、子どもたちの発言は２２５回

（司会９０回、その他の子ども１３５回）である。二人の司会もかなり発言してお

り、司会と他の子どもたちとの発言比は、１対１．５であった。子どもの中で発

言が多いのは HKで、総発言回数は（グループ提案を含んで）１５回、総発言
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量は５５単位であった。

第１分節では、司会 Aが７回、司会 Bが３回発言して、本日の学級会の進

行について Cと対応しつつ、説明している。Cは３回、記録係は１回発言し

ている。司会 A１１の２単位の発言以外はどれも１単位の短い発言である。

第２分節では、司会 A１６が３単位の発言をして、議題について説明してい

る。TE１７も４単位の長い発言をして、提案理由を丁寧に述べている。その後、

司会 Bが１９・２０で２回発言して、今回の活動の観点を確認し、教師が T２２で

８単位の発言をして抱負を述べている。このように各自、丁寧に考えを述べて

いる。

第３分節では、司会 A２３の３単位の発言の後、各グループの子どもたちが

発表している。ただ、グループのメンバーには資料の掲示などを主に行ってい

て、発言（音声による発表）はしていない者もいる。まず、１番目のグループ

では HK２４が５単位、HR２５が３単位、MI２６が３単位の、比較的長い発言を

している。２番目のグループは２名であるが、ST３０が４単位の発言をしてい

る。３番目のグループは KS３４が５単位、UN３６が３単位の発言をしている。４

番目のグループでは、まず UNが４０・４２・４６で各２単位の発言をしている。ま

た、HO４１が１単位、KUが５回発言して４３・４５で３単位の発言をしている。

このように、３名で細かく発表を分担している。５番目のグループは２名であ

るが、FKが５０で２単位、５１で３単位の発言をしている。各グループの発表

の後、質問を受けているが、ここでは子どもたちから質問は出ていない。

第４分節では、司会 Aが３回、司会 Bが１回、教師が２回発言して、子ど

もたちにネームプレートを黒板に貼るように指示している。

第５分節では、司会 Bが６０・６１で子どもたちに各グループの提案への意見

を求めている。まず、UT６２が３単位の発言をしている。さらに HKが６４で

発言を求め、６６で５単位の発言をして UTの意見を支持している。MN７０は３

単位の発言をして HKに賛成している。その後、Cの発言が断続的に出ている。

Cの発言後、FK７９は２単位の発言をして第１グループに質問している。それ

に対して HKが８０・８２・８４で丁寧に答えている。特に８２は４単位、８４は３

単位の長い発言である。このように子どもどうしで質問―応答がみられる。そ
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の後、MZ８８が３単位、TA９２も３単位の発言をして UT６２に関連した発言を

している。司会 Aは６回、司会 Bも４回発言して発言者の指名や発言の促進

をしている。

第６分節では、司会 A９４の意見の促しに応じて、MI９５が４単位の発言をし

て第２グループの提案に反対意見を出している。HK９９もこのMIに関連して

６単位の発言をしている。HR１０２も２単位の発言をして、第２グループに質問

をしている。このように第１グループの者から第２グループに対する質問が出

ている。これに対して第２グループの FUが１０４・１０６で答えている。続いて

HY１１０も同グループに質問し、FU１１２が答えている。KD１１６も同グループに

質問を出し、FU１１７が答えている。UT１２１は FUに対して自分の意見を出し

ている。その後、HK１２５から第２グループに質問が出て、ST１２７が対応して

いる。司会 A１２９・１３０が議論の結論について全体に問いかけ、HK１３２が５単

位の発言でまとめる意見を出している。UN１３７も HKに同意し、HKの提案が

クラスの結論になっている。

第７分節では、司会 B１４１の意見の促しに対して、NH１４３が４単位の発言を

して意見を出している。YOも１４５・１４７・１４９で発言し、NHに賛成している。

HK１５３も６単位の発言をして賛成している。HO１５７も３単位の発言をして賛

成している。司会 A１６２の確認に対して HK１６３は少し修正した案を出してい

る。司会 A１６５はこの HKの案でいいかと子どもたちに尋ね、承認を得ている。

第８分節では、司会 B１７１の発言の促しに対して、UDが１７２・１７４・１７６・

１７８で発言し、子どもたち全体に質問をしている。HK１８１は４単位の発言をし

て UDに応答している。HKの意見に UN１８５やMI１８８が賛成している。その

後、YO１９１が４単位の発言をして、提案している。さらに UD１９５が５単位の

発言をして、YOと少し違う提案をしている。この UDの発言について司会 A

１９７が全体に確認して、子どもたちの承認を得ている。このように本分節は UD

がまず質問して、最後、また UDがまとめる形になっている。

第９分節では、司会 B２０１の質問の促しに対して、UT２０２が新たな提言をし

ている。これに対してMN２０６や HK２１０が賛成している。なお、HK２１０の発

言は６単位の長いものである。この UTの提案を司会 B２１２が全体に確認して
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承認を得ている。

第１０分節では、司会 A２１５・２１６、司会 B２１７が決定事項を確認している。ま

た司会 B２２１の発言の促しに HY２２２が提案を出し、子どもたちが承認してい

る。これを受けて司会 B２２４や教師が T２２５で再確認をし、司会 B２２６が決定し

ている。その後、教師が T２２９で１１単位の長い発言をして本時の講評を述べ

ている。記録係２３１も本時の評価を短く行っている。

第１、第２分節では、活動のめあてや提案理由、観点の確認などが中心

で、司会が主に発言していた。第３分節は提案グループの発表でグループ

の子どもたちが主に発表して、比較的、長い発言が続いていた。第４分節

は司会者や教師の指示の発言が主であった。第５分節では UTの提案があ

り、その後連続して子どもたちが発言していた。UTに言及する発言が多

かった。また、FKと HKの間で質問―応答もみられた。第６分節では UN

の質問を契機に、ポスターグループ対他の子どもたちとの間で質問―応答

が多くみられた。第７分節は NHから新たな提案が出て、検討がなされ

ていた。第８分節では UDから全体への質問があり、関連する発言が相次

いで出ていた。第９分節では UTから新たな提案が出て、賛成する意見が

多く出ていた。第１０分節では教師が１１単位の長い発言をして本時の活動

を評価していた。このように見てくると、グループの提案を受けた後、子

どもたちから積極的な意見、質問、提案が次々に出され、全体で検討され、

確認される、といった子どもたちの主体性、協働性がよく見られる話し合

いになっていた。また本時、HKは３分節（提案の箇所）、第５分節～第９

分節において多くの発言をして、議論をまとめていた。また、UTは、発

言はあまり多くないが、貴重な提案を行っていた。

○主要な言葉の展開状況

この学級活動で、全般的に多く出ているのは、あいさつ運動、引き継いでで

ある。これらは本活動の目的に強く関わる言葉である。

第１分節では、会の進行について確認されており、主要な言葉は出ていない。

第２分節では、司会 A１６があいさつ運動、引き継いでを用いて、本時の議
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題（あいさつ運動を５年生に引き継いでもらう方法を考える）について説明し

ている。TE１７もあいさつ運動、引き継いでを用いて提案理由を丁寧に説明し

ている。司会 B１９も引き継いでを用いて、話し合いのめあてを述べている。教

師も T２２であいさつ運動、引き継いでを用いて、本時の学級会への抱負を述

べている。このように本分節では引き継いでが４回、あいさつ運動が３回用い

られており、本時の主題が強調されている。

第３分節では、司会 A２３が組み合わせを用いて、提案グループに発表する

ように促し、またそのグループの提案に対して質問したり、いいところを組み

合わせたりするように全体に指示している。第１グループでは HK２４が５年生

と一緒、あいさつ運動、良さ、引き継いでを用いている。HR２５はあいさつ運

動、良さ、MI２６はあいさつ運動、良さ、引き継いでを用いている。このよう

に５年生と一緒に活動することであいさつ運動の良さを伝え、引き継いでもら

うことができると、丁寧に説明している。第２グループでは ST３０がポスター、

あいさつ運動、良さを用いて、目立つところにポスターを貼ってあいさつ運動

の良さを伝えると主張している。このグループも良さを伝えることを重視して

いる。第３グループでは KS３４があいさつ運動、ビデオ、HA３６もビデオ、あ

いさつ運動を用いてビデオで伝えることを簡潔に述べている。第４グループで

は UN４０が引き継いで、あいさつ運動、良さ、強い気持ちを用いて、自分たち

の案の主旨を説明している。HO４１もあいさつ運動、写真、強い気持ちを用い

て、写真を用いると述べている。KU４３はアンケート、あいさつ運動、良さ、

絵を用いて、アンケート、絵という方法を提言している。このようにあいさつ

運動にかける（自分たちの）強い気持ちを伝えること、またその方法として写

真、アンケート、絵といった多様な手立てを提案している。第５グループでは

FK５０・５１が直接伝えを用いて、シンプルに提案している。

第４分節では、司会 A５４が賛成、反対を用いて、各グループの提案に対し

て、賛成反対など、自分の意見を決めるように指示している。

第５分節では、司会 B６０が賛成、反対を用いてみんなに意見を出すように

促している。UT６２は反対、５年生と一緒、直接伝え、組み合わせ、あいさつ

運動を用いて、反対とかではないが、「一緒に活動する」と「直接伝える」を
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合体させたらいいと述べている。HK６６は５年生と一緒、直接伝え、組み合わ

せ、ビデオを用いて、一緒に活動するためには呼びかけないといけないと理由

を述べて、この意見に賛成し、さらにビデオなども合体できる、と組み合わせ

る範囲を広げている。MN７０は賛成、５年生と一緒、ビデオを用いて、HKの

意見に賛成している。その後、Cから賛成、反対といった発言が連続して出て

いる。FK７９は５年生と一緒を用いて、第１グループ（一緒に活動する）に、５

年生は数が多いので、どうやって一緒に活動するのかと質問している。これに

対して、HK８２はあいさつ運動を用いて、その具体的な方法を丁寧に答えてい

る。その後、MZ８８は５年生と一緒、直接伝え、良さ、強い気持ち、TA９２は

直接伝え、あいさつ運動、良さ、強い気持ち、アンケートを用いて、「一緒に

活動する」「直接伝える」に「あいさつ運動の良さとみんなの強い気持ちを伝

える」も付け加えることを提案している。このように、本分節では司会を除い

た子どもたちから賛成が７回、５年生と一緒が５回、直接伝えが４回、あいさ

つ運動が３回、反対、組み合わせなどが２回出て、各提案を組み合わせること

をめぐって検討が深められている。また組み合わせることへの賛成が多く出て

いる。一方、司会からは賛成と反対が１回でている。

第６分節では、MI９５がポスター、反対、見ない人を用いて、ポスターを提

案した第２グループに対し、ポスターは見ない人がいると反対意見を出してい

る。HK９９は賛成、反対、ポスター、見ない人を用いて、賛成、反対とかでは

ないが、ポスターは見ない人もいるのでその解決を考える必要があると述べて

いる。HR１０２はポスター、見ない人を用いて、提案したグループに対して、目

立つところにポスターを貼るといったが、それはどこかと尋ねている。ここで

発言している３名の子どもたちは「一緒に活動する」を提案したグループのメ

ンバーで、直接的な対応を重視しており、間接的なポスターグループとは対照

的な立場にあるといえよう。その後、ポスターグループから FU１０４・１０６の回

答があるが、さらに他の子どもから質問が出ている。UT１２１はポスターを用

いて、ポスターを５年生の各教室に貼ったらどうか、と提案している。HK１２５

は引き継いで、ポスターを用いて、５年生に引き継いでもらうことが目的であ

るので、他の学年が見てもあまり意味はない、５年生に伝える方法として提案
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グループはポスターをどのように考えたのかという質問を出している。これに

対してポスターグループの ST１２７はそこまでは考えていなかったと答えてい

る。司会 A１２９はポスターを用いて、ポスターはどうするか、と皆に尋ねてい

る。HK１３２はあいさつ運動、良さ、強い気持ち、絵、組み合わせ、ポスター

を用いて、ポスターも何かで使える、「挨拶運動の良さと強い気持ちを伝える」

という提案の中にも絵があったから、同じようにポスターも「挨拶運動の良さ

と強い気持ちを伝える」に組み合わせたが良いと述べている。UN１３７は賛成、

絵、ポスター、組み合わせを用いて、HKに賛成し、絵で伝えるとポスターは

重なると発言している。これらの発言を受けて司会 B１３９は組み合わせを用い

て、組み合わせることを子どもたち全体に確認し、承認を得ている。この分節

では司会からポスターが２回、組み合わせるが１回出ている。それ以外の子ど

もからはポスターが７回、見ない人が３回出ており、ポスターを見ない人がい

ることをどう考えるか、どう解決するか、といった問題に焦点を絞った追究が

なされていたことが伺える。UT１０２の発言は問題解決に関しての新たな提案

になっている。また、HK１２５の問いは、５年生に伝える方法としてのポスター

の意味について担当グループの見解を尋ねるもので、深い問いかけになって

いる。

第７分節では、NH１４３が直接伝え、良さ、組み合わせ、強い気持ち、ビデ

オを用いて、「直接伝える」「あいさつの良さ、強い気持ちを伝える」「ビデオ

で伝える」「一緒に活動する」を組み合わせればよい、といった意見を出して

いる。これは、第５分節で出た話題であり、最後の方で出ていた意見にビデオ

もつけ加えたものである。YOは１４７で賛成と直接伝え、１４９で強い気持ちを

用いて、NHを支持し、５年生に説明して納得してもらってから一緒にやれば

いいとその段取りを示している。HK１５３は組み合わせ、賛成、直接伝え、強

い気持ち、ビデオ、５年生と一緒を用いて、どれも直接伝えるに入るし、その

後に３クラス一緒に活動することができると、実現可能性に言及している。ま

た、グループで自分たちが提案した一緒に活動することと関連させて考えてい

る。司会Ｂ１５９は直接伝え、５年生と一緒、組み合わせを用いて「直接伝える」

「一緒に活動する」と「気持ちを伝える」を合体していいかと問いかけ、子ど
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もたちの承認を得ている。その後、司会 A１６２が（教師の指示を受けて）、組

み合わせをどういう組み合わせにするか意見を出すように、子どもたちに求め

ている。HK１６３は組み合わせ、直接伝え、ポスター、強い気持ち、ビデオ、５

年生と一緒と、今まで出てきた多くの言葉を用いて、「直接伝える」に「ポス

ター」、「強い気落ち」「ビデオ」などを入れるが、「一緒に活動する」はその後

のことなので、一応、一つにするがその中の二項目にすればよいと、これまで

出た内容を整理して示している。司会 A１６５がこの提案を全体に確認し、承認

を得ている。

第８分節では、司会 A１６７が期間中を用いて、具体的に期間中、どのような

活動をするか考えるように指示している。司会 B１７１も期間中を用いて、活動

期間（２月２８日から３月４日）を確認し、期間中の活動を考えるように指示

している。しかし、UDは１７２で皆に質問があると述べ、１７４で直接伝え、ビ

デオ、あいさつ運動、良さ、強い気持ち、１７６であいさつ運動、良さ、強い気

持ち、写真、１７８で５年生と一緒、ビデオ、写真を用いて、「直接伝える」の

中に写真とビデオが含まれているが、説明が長くなるのでどちらかに決めたが

いいという提案をしている。HK１８１はビデオと写真を用いて、両者を比較し

てビデオがいいと発言している。UN１８５はビデオ、写真、MI１８８は賛成、５

年生と一緒、写真、ビデオを用いて HKへ賛成している。YO１９１はビデオ、賛

成、写真を用いて、ビデオに賛成だが、写真も注意点などを示すことができる

ので、最後に写真も映したらいいという案を出している。UD１９５はビデオ、写

真、良さを用いて、ビデオを見せてから写真を見せて説明するのでなく、各教

室に貼っておいてもらえばあいさつ運動への理解が深まると発言している。司

会 A１９７は写真、ビデオ、組み合わせを用いて、写真とビデオを組み合わせて

いいかと子どもたちに尋ね、了解を得ている。教師の指示もあり、司会 B１９９

がビデオ、写真、５年生と一緒、組み合わせを用いて、ビデオと写真と「一緒

に活動する」を組み合わせることでいいか、と再度確認し、皆の承認を得てい

る。この分節で司会 A・Bは、期間中、具体的な活動をどうすすめるか（時系

列的な進行）を確認するために、期間中を用いていたが、子どもたちからはビ

デオと写真が７回用いられるといったように、ビデオと写真のどちらかにする
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か、という点が検討されていた。司会者以外に期間中を用いる子どもはいなかっ

た。そして問題提起をした UDが、ビデオと写真の関係づけを最終的に行って

いて、UDに始まり UDに終わる分節になっていた。

第９分節では、UT２０２が５年生と一緒、期間中、期間が終わってからも、あ

いさつ運動、引き継いでを用いて、あいさつ運動を引き継ぐのに日にちが少な

いから、期間が終わってからも一緒にやるのは続けたがいい、という提案をし

ている。これに対してMN２０６は賛成、期間中、期間が終わってからも、５年

生と一緒、を用いて賛成している。HK２１０も期間中、５年生と一緒、期間が終

わってからも、あいさつ運動、賛成を用いて、各クラスでの（説明は）１日で

終わるけど、残り４日で１００人位（５年生の数）を分けて一緒に活動するのは

難しいので、期間後も一緒に活動することに賛成すると発言している。これは

具体的な日数や人数を考慮した上での発言である。これらの発言を受けて、（教

師の指示もあり）司会 B２１２も期間が終わってからもを用いて、期間が過ぎて

も活動することでよいのか皆に尋ね、了解を得ている。

第１０分節では、司会 A２１６が、組み合わせ、ビデオ、写真、５年生と一緒を

用いて、本時に決まったこととして結局すべて合体した、具体的にはビデオと

写真を一緒に活動して、「一緒に活動する」に組み合わせた、と述べている。さ

らに、司会 B２１７は期間が終わってからもを用いて、期間が過ぎても活動する

ことになったと述べている。その後、教師は T２２９で５年生と一緒、ビデオ、

写真、期間が終わってからも、賛成、嬉しかった、あいさつ運動を用いて、ど

うやって５年生に伝えていくかが決まった、一緒に活動していくことと、ビデ

オと写真とかを使って教室に行って説明しながら進めていく、と述べ、さらに

期限を過ぎても一緒に活動したがいいという意見が出て、皆が賛成してくれて

嬉しかった、と感想を述べている。

このように本授業は全般的に司会と子どもたちで進行しており、結論も

クラスの皆で承認していた。教師は、第１分節、第２分節、第４分節、第

１０分節で散発的に出ているぐらいであった。ただ第２分節と、最後の第

１０分節では長い発言をして、本時の主要な言葉を多く用いていた。

第１分節では主要な言葉は用いられていなかった。第２分節では、教師

学級活動の授業分析 39



と司会があいさつ運動、引き継いでを用いて、本時の議題を丁寧に確認し

ていた。第３分節では司会 Aが組み合わせを用いて指示していた。提案

グループはそれぞれの案を出していたが、その中で良さが３つのグループ

で計７回用いられており、あいさつ運動の良さを５年生にアピールし理解

してもらうことが重視されていたことがわかる。特に第１グループはあい

さつ運動にどのような良さがあるかも具体的に述べていた。また、第４グ

ループは良さの他に、強い気持ちも４回用いており、あいさつ運動への強

い気持ちを伝えることを強調していた。第４分節および第５分節では司会

が賛成、反対を用いて、グループの提案に意見を出すよう求めていた。第

５分節では、子どもから組み合わせが出て、各グループの提案を組み合わ

せることが検討されていた。第６分節では、ポスターの他に反対が用いら

れて、ポスターという方法の是非が問われていた。第７分節では、組み合

わせが司会と子どもから計６回用いられて、再度、提案を組み合わせるこ

とについて検討されていた。第８分節では、司会が期間中を用いて、意見

を求めていたが、子どもたちは、ビデオと写真を多く用いて、その選択に

ついて検討していた。第９分節では、期間が終わってからもが３回出て、

期間が終わってからも一緒に活動することが承認された。第１０分節では、

司会が組み合わせ、期間が終わってからもを用いて、全部、組み合わせる

ことになった、期間がすぎても一緒にやることになった、と結論を確認し

ていた。また、教師は嬉しかったを用いて、期限が終わっても一緒に活動

することになったことに言及していた。ここでは教師が、子どもの主体的・

協働的な活動について高く評価していることがみてとれた。

以上のように、本時は提案の組み合わせや取捨選択をめぐって活発に意

見が出ていた。特にポスターの是非や、写真とビデオの選択については詳

しく検討がなされていた。さらに期間外にも（５年生と）一緒に活動を行

うという新たな提案も出て、支持を得ていた。ただ、最後の方で新しい、

大きな提案が検討されていた分、期間中の具体的な活動のスケジュールに

ついてはあまり検討されないで終わったといえる。しかし、それまでの話

し合いをよく検討してみると、各活動の順序や場所などが確認されている
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し、また、具体的日程は次回以降の学級会でも検討できるので、問題はな

いと思われる。なお、HKは大変多く発言し、その中で主要な言葉を多く

用いているので、どこでも、また、何にでも発言しているようにも思える

のであるが、詳細に検討すると、自分たちのグループが提案した「一緒に

活動する」ことが十全に実行できるように、その前提となる活動や条件な

どについてよく考えて、丁寧に意見を述べていたことがわかる。その意味

で話し合いに深く関与し、責任のある発言をしていたのである。

また、本時の話し合いでは、提案について論理的に検討されているだけ

でなく、（あいさつ運動にかける自分たちの）「強い気持ち」が第３、第５、

第６～第８分節で用いられていた。このように、あいさつ運動を引き継い

でもらうことに関して論理（ロゴス）だけでなく、共同的な感情（パトス）

が絶えず確認されることで、協働的な活動（集団での話し合い）がより促

進されていたといえよう。

４ まとめ…本実践の意義とアクティブ・ラーニングを用いる授業

への示唆

以上、A小学校での６年生の学級活動の事例を分析した。この実践は子ども

たちが主体的に課題（５年生にあいさつ運動を引き継いでもらう）をとらえ、

協働的にその解決を進め（方法の提案、およびその組み合わせ・位置づけ）、

さらに新しい提案（期間外にも一緒に活動をする）を出して決定し、課題解決

（実践化）の確かな見通しを持つに至っている。このように、子どもたちは活

動に深く関与し、深く提案を検討し、深く納得できる結論に達しているのであ

る。この意味でディープ・アクティブラーニングになり得ているといえる。ま

た、例えば、先の分析でみた HK１２５の問いかけは、グループ提案の本質を問

い質すものであり、いわば「深い問いかけ」といえよう。このような深い問い

が子どもの側から出ることも、授業において重要である。

次に、具体的な方法論について述べてみたい。本実践のように（教師の間接

的な指導を受けつつも）子どもたちで話し合いの進行や問題の追究・解決がで

きるという事実を考えれば、学級活動だけでなく教科の授業においても、子ど
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もの司会や議論を取り入れた「会議」方式をアクティブ・ラーニングの一つの

方法として取り入れてみる価値があるといえるのではなかろうか。７）無論、それ

ぞれの教科の授業には様々な目標があり、それに応じた形態が当然、想定され

ることから、全ての授業でということではないが、授業の必然性に応じて少な

くとも単元の中で１回でも設定されれば、子どもたちの主体性や協働性を促進

する学習が展開できる可能性がある。また、積み重ねていけば思考力、判断力、

表現力といった学力の形成につながることも期待できよう。さらに、本実践で

は簡単に二者択一（多数決など）で一義的な結論を出したり、逆に安易な折衷

案を出したりというのではなく、多義性（多様な提案・意見）を生かしつつも、

統一感のある結論に至っていた。この点も、特に議論を取り入れる授業に対し

て参考になる。本実践では、このような議論の際に、論理（ロゴス）の展開だ

けでなく共同的な感情（パトス）の維持・形成に配慮することも必要だという

ことが示されている。

最後に、教師の指導性について述べたい。本実践での教師の子ども全体への

直接的なメッセージは主に最初と最後だけであり、あとは司会者に進行の助言

を（紙上での指示や耳打ちによって）行ったり、記録係にどのような点を板書

するのかを素早くジェスチャーなどで指示したりしていた。このように、あま

り教師が直接、指導をしなくても、むしろその分、子どもたちは自分たちで考

えて、責任を持って話し合いを進めることができていたのである。ただし、事

前の司会者との打ち合わせや計画などの準備は十分になされている筈である。

このような教師の間接的な指導のあり方も、教科の授業でのアクティブ・ラー

ニングに援用できると考えられる。

学力重視の教育政策の推進のもとで、２００８年度から、特別活動や総合的な

学習、生活科などはいわば「等閑視」されて来たともいえるが、この事例のよ

うに、今後の教育に重要な示唆を与え得る充実した実践が過去に行われていた

のである。とすれば、教育界の「流行」を次々にただ追いかけるのではなく、

教育現場においてこれまで蓄積されてきた貴重な実践を掘り起こして、新たな

視点から再検討を行い、その意味を明らかにすることが授業研究者の重要な使

命だといえよう。そのためには、事実に基づく詳細な授業記録、実践記録を作
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成して蓄積していくことが必要なのである。８）

［注］

１）文部科学大臣諮問「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」

２０１４年１１月 文部科学省ホームページ。２０１６年９月２５日検索。

http : //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo０/toushin/１３５３４４０.htm

２）小学校学習指導要領 平成２０（２００８）年度版における１．目標の記述。ちなみに、そ

の前の平成１０（１９９８）年度版でも同様の記述である。

３）松下佳代・京都大学高等教育研究開発推進センター編著『ディープ・アクティブ

ラーニング』勁草書房 ２０１５年 ２４頁。

４）「発言表」の原理については下記の論文を参照されたい。中村亨「発言表を使用す

る授業分析 ―授業における子どもの相互関係にふれて―」『教育方法学研究』第

１２巻 １９８７年。

５）比較的最近のものとしては、田代裕一「授業実践の様相―解釈的研究 ―グループ

活動を含む授業事例の分析―」 教育方法学研究第３５巻 ２０１０年、田代裕一「授

業実践の様相―解釈的研究 ―生活科『しぜんの生きものたんけん』の言語的トポ

ス―」 西南学院大学人間科学論集第１１巻第１号 ２０１５年、などがある。

６）筆者はかつて「発言表」を用いて、中学校の学級活動をコミュニケーションの観点

から分析したことがある。「特別活動の実践研究 ―発言表による授業の様相―解

釈―」 九州教育経営学会紀要 ２００５年 ６７頁―７５頁。

７）例えば、試みの段階ではあるが、現在、西南学院小学校では会議方式の授業が一部

のクラスで実施されている。筆者もその運営・研究に協力した、第５２回日本教育

方法学会の公開授業・研究協議会（西南学院小学校２０１６年９月３０日）では、「児

童理解に基づいたアクティブ・ラーニング授業の試み」というテーマで、社会科や

国語において会議方式の授業が実施された。

８）授業記録の意義や要件については次の論考を参照されたい。田代裕一「授業記録に

基づく授業評価」『教育方法学研究ハンドブック』所収 日本教育方法学会編 学

文社 ２０１４年 ３７４頁―３７７頁。

西南学院大学人間科学部児童教育学科
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